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/一 ― ― 【当院の基 本理 念】一 ― ― 、

1.県北の急性期高度医療を担い、質の
高い医療を提供します。

2.患者さんに優しく安全で信頼される

病院を目指します。

3.保健福祉 。医療機関と連携して地域
の基幹病院としての役割を担います。

4.教育・研修を積極的に行ない、医療
の未来に貢献できる人材を育てます。

`
この 4月 の人事異動により事務長となりま

した元矢です。よろしくお願いします。

患者の皆様方には、なじみの薄い役職であ

ると思います。私の主な仕事は、大きく分け

て二つあります。その一つは、外来や入院の

病棟において快適に利用していただけるよう

に、施設面での環境を確保すること、治療費

などの適正な会計処理を行うこと、健全経営

のための改善を図ることなどであります。

もう一つは、 この病院で働く医師、看護師
などのスタッフが、患者の皆様方に対して安

全安心な医療を常に提供できるよう働く環境

を整える手助けをすることです。

このように、私の仕事は、表舞台でのもの

ではなく、いわゆる 「裏方」の仕事であり、

患者の皆様方に直接接することは少ないと思

いますが、更に利用しやすい病院を目指して

職員一同努力してまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

さて、皆様ご存じのとおり、平成 18年 H月 、

当病院は県北の基幹病院として、急性期高度

医療を担うべく、この地に新築移転しました。

ところで、二次保健医療圏としての下越圏域

(新発田市、胎内市、村上市、聖籠町、関川

村及び粟島浦村)の医師数は平成 18年の国の
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調査によると、 10万 人当た りH9.0人で、県

平均の185.2人 、全国平均217.5人 と比較して

かなり低い数値となっております。また、歯

科医師、薬剤師及び看護師数も県平均値を下

回つており、医療面でみると、かなり厳しい

状況となっており、その意味においても、当

病院に対する地域の方々の期待は大きいもの

と思います。

救急患者は年間約16,000人 で、そのうち救

急車搬入は 1日 平均13.5人 で県立病院の中で

ダン トツに多 く、一般病床利用率も95.2%

で、これも最高の利用率であり、県立病院平

均より10.8ポ イントも高い状況となっており

ます。さながら野戦病院的な様相を呈してい

るといっても過言ではなく、その中で、医師、

看護師等の医療スタッフは患者の皆様方のた

め懸命に努力しております。

「住み慣れた地域で、元気で楽しく暮らし

たい」ということが、地域の方々の願いであ

ると思います。そのため、当病院の役割が十

分果たせるような環境づくりに努めてまいり

たいと考えておりますので、患者の皆様や地

域の方々のご理解、ご支援をよろしくお願い

します。
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糖 尿病 につ いて
内科医師 石 黒 美穂子

糖尿病とはどういう病気なのでしょうか。血

糖値を下げるために、体内にはインスリンという

ホルモンがあります。血糖値が適正に保たれる

ためには、インスリンがきちんと分泌されること

と、インスリンを効率よく使うことの両方が必要

となります。これらのバランスが崩れることで血

糖値が高くなるのが 2型糖尿病で、日本人の糖

尿病の多くはこのタイプです。では血糖値が高

いとなぜ問題なのでしょうか ?血糖値が高いと

体内の蛋白質に多すぎる糖が影響し、自覚症状

がないまま障害を起こします。糖尿病の 3大合

併症といわれる網膜症・腎症 。神経障害は高血

糖による障害が現れやすい血管や神経が、長期

にわたって障害されたことによるものです。

血糖値の目安として、HbAlc(ヘ モグロビ

ンエーワンシー)と いって 3ヶ 月間の血糖値の

平均値を数値化したものが用いられます。正常

では 5%台ですが、6.5%以下であれば合併症が

進行しないとされており、上昇していれば血糖

コントロールが悪化していることを示します。血

糖値を下げる治療として、内服薬や自己注射に

よるインスリン療法が知られています。しかし2

型糖尿病では、軽度のHbAlc上 昇であれば、

まず食事や運動などを見直すだけで正常化する

ことも多く、まさに生活習慣病といえます。当院

では、受診された方にはまず生活習慣や食品の

嗜好などを聞き問題点を明確にしたうえで、栄

養指導や看護師による生活指導などを取り入れ、

血糖調節に役立てています。逆にいえば、生活

習慣についての指導を実行できるかどうかが血

糖コントロールにおいて重要であるので、心当
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たりのある方はぜひご自分の生活習慣を見直し、

思いあたる節を改善してみてください。一方で

通院中の方や健診受診されている方で急激に血

糖値が悪化する場合は、インスリンがうまく利

用できないような病態が裏に潜んでいたり、イ

ンスリンを分泌する臓器である膵臓に異常があ

る場合もあり注意が必要ですので、まずは近医

に御相談ください。

今年度より新発田地域では 「糖尿病地域連携

パス」を用いた診療が開始されています。開業

医の先生方と病院医師が役割分担をしながら、

一人の患者さんを診ていく方法です。症状が安

定している時期は開業医の先生に診察していた

だき、病院では血糖コントロール不良の方や合

併症治療が必要な方を中′己、に診察します。パス

を用いて他院へ紹介した患者さんについては半

年～ 1年毎に当院で経過観察する方針となって

おりますので、地域の皆様にご理解いただけれ

ば幸いです。
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はじめまして。このたび、 4月から地城

連携センター「がん相談窓□」で皆様から

のご相談をお受けすることになりました看

護師の若月亜希子と申します。

新発田病院は「地城がん診療拠点病院」

です。皆様に安ノいして診無 治療を受けて

いただけるよう職員―同、努力しておりま

す。

相談窓□に気軽に立ち寄っていただける

よう、少しあ話させていただきたいと思い

ます。

,tが■相談支援窓口    」
新発田病院で、がん診療を受けている皆

様と、ご家族の方の相談窓□としてお話を

聞かせていただきます。

近年、医療が進歩し外来通院で治療や療

養を続けていただ<ことが多<な っていま

す。

皆様のなかには、現在受けている治療に対

して疑問や悩み、不満や意見などをお持ち

の万は、いらつしやらないでしようか。ま

た、同様にご塞族の万も色々とごノb配され

ていることがあ有りかと思います。

そこで新発田病院では、「がん相談支援

窓□」を設けてあります。

「少し聞いてほしいことがあるのだけれど

…・」「いったい、誰に話をしたらいいか分

からない。」など、何でも結構ですので気

軽に立ち寄ってご相談<ださい。

今までは、ご予約をしていただいており

ましたが、予約は不要です。がん相談支援

窓□は平日、 98きから16時まで対応してお

地域連携センター 看護師 若月 亜希子

ります。

予約を入れていただいても結構です。極

力、皆様のご希望 。ご要望にお応えできる

ようにさせていただきます。

_緩和ケア回診    〕
新発田病院に入院して治療・療養してい

ただいている患者さんの病室に訪間させて

いただき疑間や悩みなどをお聞かせいただ

きます。「治療を頑張つてい<のに、気持

ちが辛い。」「薬をもらつているのに、なか

なか眠れない。」など、気持ちの面での辛

いこと、「痛み止めの薬はもらつているけ

ど、薬を飲ぬ以外で何かいい方法はないか

な ?」 など気になることがあつたら、主治

医や担当看護師に話してみて<ださい。

「緩不ロケア」と聞<と、あまり良いイメー

ジが無いかもしれません。あ<までも、皆

様の「より良い生活のために、今、困って

いる症状などを和ら|ずる。」という目的であ

手伝いをさせていただきたいと思います。

まだまだ、力不足かと思いますが、少し

でも皆様のあ役に立てたらと考えておりま

す。

いつでも、ご本目談<ださい。

本曰談受付|よ、

1鋸旨 地 1或 連携セン

ターです。

お待ちしております。
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7月 3日 (金)よ り、火曜日 0金曜日の 2回/週開設します。

受付時間は、8:30～ 11:00で す。

診察時間は、9:00～ 13:00で す。

投書箱から ■ 漑 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

《患者さんの声 1》

採血室はいつも混み合っているんですが看護師

も少人数で対応しているようです。その割には待

合の椅子も不足しており身体のだるさのある患者

にとってはとても苦痛でなんとか至急対応してく

ださい。

化学療法室の看護師にはいろいろとお話を聞か

せてもらったり気持の良い対応をしてもらってい

ます。本も貸していただき一緒に戦つているとい

う気持になります。

《回答 1》

ご指摘のとおり時間帯によっては待合椅子が不

足する場合があるようですので、丸椅子を補充し

て対応いたします。

大変ご不自由をおかけしたことをお詫び申し上

げます。

《患者さんの声 2》

牛乳の開け回が開けにくく、ストローは袋から

出しにくく、飲みにくいのでもっと病人にもやさ

しいパッケージのものと変えてください。

《回答 2》

牛乳が飲みにくくお困りでしたね。申し訳あり

ませんでした。他社の牛乳パックも似たようなも

のが多いようですので、飲みやすい状態でお出し

できるようカップに移した牛乳を検討中です。お

困りの方はスタッフにお申し出ください。

喫煙スペースを作ってください。

喫煙所を作ってください。吸いたい人はコソコ 三

物 病院だより

ソ隠れて吸っています。かえって危ないと思いま

す。

《回答 3》

当院は患者さん及び職員の健康保持のため敷地

内を全面禁煙としておりますので、ご理解をお願

いします。

患者さんの権利

○患者さんならび |こご家族は、患者さんの

病状、医療の内容につき十分な説明を受

けることができます。そのうえで患者さん

は、自らの希望する最適な治療を選択する

事ができます。

○患者さんは、プライバシーを守られ、個

人として尊ばれる権利があります。

国籍、人種、信条、社会的自分、経済的状

態などによる差別を受ける事はありませ

ん。

○患者さんは、安全で快適な療養環境の提

供をうけることができます。また患者さ

んならびにご家族は、自らの希望・意見を

述べることができ、それを尊重される権利

があります。
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